







　食べることに興味がある 4.58±0.71 4.16±0.93 4.21±0.93 ** 1＞2，3
　朝食を毎朝食べている 4.05±1.22 3.67±1.38 3.69±1.36 n.s
　毎日３食きちんと食べている 3.95±1.19 3.52±1.39 3.48±1.38 †
　夕食を自分以外の人と食べることが多い 3.75±1.27 3.34±1.30 3.21±1.41 * 1＞2，3
　好き嫌いはない 3.16±1.42 2.77±1.27 2.79±1.38 n.s
　間食はあまりしない 2.40±1.12 2.33±1.21 2.39±0.99 n.s
　よく自分で料理を作る 3.16±1.24 2.34±1.24 2.10±1.19 ** 1＞2，3
　毎日必ず食べることを心がけている食品・料理がある 2.65±1.26 2.39±1.33 2.15±1.23 * 1＞3
　自分の現在の食生活に満足している 2.95±1.15 2.93±1.30 2.99±1.20 n.s
　加工食品のパッケージに記載されている栄養成分をよく見て参考にする 2.94±1.17 2.52±1.21 1.94±0.98 ** 1、2＞3
　飲食店のメニューに記載されている栄養成分表示をよく見て参考にする 2.81±1.10 2.33±1.18 1.90±0.94 ** 1＞2，3







































在学生に対しては 2017 年 6 月に無記名自己記
入式アンケート調査を実施し、卒業生に対しては









































項　　目 栄養士職　（ｎ＝63） 栄養士以外の職　（n＝44） 有意差　
仕事の内容 2.86±0.58 2.44±0.93 **
人間関係 3.05±0.44 2.96±0.63 n.s.
給与 2.71±0.61 2.79±0.61 n.s.
上司との関係 2.89±0.56 2.84±0.67 n.s.
福利厚生 2.70±0.66 2.84±0.79 n.s.









　栄養士はやりがいのある職業だと思う 4.33±0.75 3.95±0.90 4.12±0.82 4.24±0.80 n.s.
　栄養士という仕事は自分に向いていると思う 3.38±0.76 2.95±1.11 3.18±1.07 3.61±0.84 ** 2＞4
　栄養士免許を将来ずっと生かしたいと思う 4.48±0.59 3.76±1.03 3.88±1.11 4.15±0.81 ** 1＞2
　栄養士の知識を生かして自分や家族の健康も守りたいと思う 4.38±0.66 4.11±1.06 4.00±1.03 4.13±0.91 n.s.
　栄養士として人の役に立ちたいと思う 4.12±0.74 3.76±1.08 3.76±1.01 4.02±0.84 n.s.
　栄養士職としての将来の目標を持っている 3.71±1.00 3.32±1.25 3.48±1.20 3.73±1.01 n.s.
　いつか管理栄養士資格を取得したいと思う 3.31±1.42 2.89±1.29 3.12±1.45 4.10±1.01 ** 1，2，3＜4
　自分は栄養士として就職したい（する） 4.17±0.94 3.37±1.40 3.30±1.43 ー *











がつ く（ついた）と思う 4.05±0.88 3.82±0.96 3.79±1.02 3.62±0.95 * 1,2＞4
　ここで学んだことで、栄養成分の役割
や重要性を理解できる（できた）と思う 4.21±0.68 3.66±0.99 3.91±0.98 3.82±0.87 *
　ここで学んだことで、自分や家族の健
康管理に自信がつく（ついた）と思う 4.10±0.76 3.55±0.86 3.76±1.06 3.48±0.92 ** 1＞2，4
　ここで学んだことで、食中毒や食品衛
生の知識が身につく（ついた）と思う 4.10±0.79 3.53±0.89 3.97±0.98 3.92±0.92 ** 1＞2
　ここで学んだことで、コミュニケーション
能力が身につく（ついた）と思う 3.69±0.95 3.29±1.09 3.73±1.12 3.73±0.92 n.s
　ここで学んだことは、今後の人生に生



















れの項目においても、1 年生より 2 年生の方が低
値を示した。 




























は 14 名で、転職理由として 6 名が「休日が少な
い」と回答した。 
栄養士職に従事する卒業生 10 名に、職場で苦
心している人間関係について聞き取り調査を実施
した結果、ベテラン調理員やパート従業員に対す
る言葉遣いや話し方、話の聞き方など、厨房の、
特に年長者に対するものであった。また、解決の
ために自分自身の調理技術を磨き自信をつけると
ともに、積極的な声かけや働きかけが重要である
と示唆した。 
考察 
3 つの調査結果から、栄養士養成校が取り組む
べき内容について考察をした。 
1. 教育内容の見直しから改善を試みること 
1）カリキュラムや学習内容を精査し、基礎学力
や調理技術の強化をはかる。 
2）学生が目標や志向性を持ち続けるような取り
組みが必要である。例えば、学力不足の学生に
対して学習支援を行う等により、資格辞退を防
いで資格取得の目標を持たせる。 
2. 新たに取り入れるべき教育内容・指導 
1）栄養士職の社会的役割や仕事の魅力を伝える。 
また、栄養士職の職務内容を正しく理解した上
で就職活動に取り組むように指導する。 
2）コミュニケーション力向上のために、校外実
習を活用する。また、ボランティアやアルバイ
ト等の学外での活動や学内行事への参加を促
す。学生の活動の場が広がることにより、人間
関係を構築する力が身につくことを目指す。 
3）学生時代に、学修したことを生活の中で実践
することの重要性を認識させる。実生活で実践
することで内容をより理解し、経験と自信が積
み重ねられ、社会での実践力の向上につながる。 
4）卒業生の相談窓口や、管理栄養士国家試験を
受験する卒業生のための学習の場を提供でき
るシステムづくりをし、卒業生に対して周知す
る。 
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